
第 38期決算公告 平成21年10月28日
東京都渋谷区富ヶ谷二丁目34番17号
日本クラウトクレーマー株式会社

代表取締役 小林 洋治
貸借対照表の要旨(平成20年11月30日現在)

科 目

の
部
資
産

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 資 産
固 定 資 産
合 計
流 動 負 債
固 定 負 債
株 主 資 本
資 本 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
(うち当期純利益)

自 己 株 式
合 計

金 額(百万円)

2,788

1,390

4,178

1,782

1,838

558

65

513

11

502

(13)
� 20

4,178

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
千
万
円
、
資
本
準
備

金
の
額
を
五
千
万
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
六
千
四
百

五
十
五
万
円
、〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
九
日

で
あ
り
、
株
主
総
会
の
決
議
は
平
成
二
十
一
年
十
月

六
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
渋
谷
区
富
ヶ
谷
二
丁
目
三
四
番
一
七
号

日
本
ク
ラ
ウ
ト
ク
レ
ー
マ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
林

洋
治

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

第４期決算公告 平成21年10月28日
東京都千代田区永田町二丁目９番６号

ウ ィ ン ワ ー ク ス 株 式 会 社
代表取締役 渡邊 ¤昭

貸借対照表の要旨(平成20年12月31日現在)
科 目

の
部
資
産

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 資 産
固 定 資 産
資 産 合 計
流 動 負 債
負 債 合 計
株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
利 益 剰 余 金
その他利益剰余金
(うち当期純損失)

純資産合計
負債・純資産合計

金 額(円)

112,292,406

43,002,525

155,294,931

8,059,224

8,059,224
147,235,707

178,980,000

168,975,000

168,975,000

�200,719,293

�200,719,293

(51,153,190)
147,235,707

155,294,931

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
三
千
三
百
九
十
八

万
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
六
千
八
百
九
十
七

万
五
千
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
丁
目
九
番
六
号

ウ
ィ
ン
ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

渡
邊

¤
昭

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

平成™˜年˜—月™Ÿ日 水曜日 (号外第™™ 号)官 報
第
四
十
八
期
決
算
公
告平

成
二
十
一
年
六
月
三
十
日
現
在

貸
借
対
照
表
の
要
旨

（
単
位
・
千
円
）

資
産
の
部

流
動
資
産

一
六
二
、
一
二
五

固
定
資
産

一
、
八
二
二
、
四
九
二

合
計

一
、
九
八
四
、
六
一
七

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流
動
負
債

四
、
七
〇
二

固
定
負
債

八
一
二
、
六
四
六

株
主
資
本

一
、
一
六
七
、
二
六
九

資
本
金

一
二
、
二
八
四

資
本
剰
余
金

九
六
〇
、
三
五
六

資
本
準
備
金

九
六
〇
、
三
五
六

利
益
剰
余
金

一
九
四
、
六
二
九

そ
の
他
利
益
剰
余
金

一
九
四
、
六
二
九

（
当
期
純
利
益
）

（
四
、
〇
一
一
）

合
計

一
、
九
八
四
、
六
一
七

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
八
日

愛
知
県
半
田
市
東
本
町
二
丁
目
三
〇
番
地

株
式
会
社
国
盛
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
折
立
五
丁
目
四
番
地
の

一
一
九
、
最
後
の
住
所
北
海
道
紋
別
郡
遠
軽
町
西
町

三
丁
目
四
番
地

被
相
続
人

亡

設
樂

健
一

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
八
日

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
二
日
町
六
番
二
六
e

四
一

四
号

相
続
財
産
管
理
人

宮
Ä

浩
一

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
山
形
県
鶴
岡
市
三
光
町
六
番
地
、
最
後
の
住
所

山
形
県
酒
田
市
相
沢
字
北
森
一
五
五
番
地

和
光
園

被
相
続
人

亡

吉
池

一

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
八
日

山
形
県
鶴
岡
市
新
海
町
一
七
番
六
八
号

相
続
財
産
管
理
人

司
法
書
士

大
川

守

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
福
島
県
郡
山
市
中
田
町
柳
橋
字
高
谷
六
四
番

地
、
最
後
の
住
所
福
島
県
郡
山
市
虎
丸
町
八
番
二
号

被
相
続
人

亡

古
川

憲
男

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
八
日

福
島
県
郡
山
市
細
沼
町
二
番
九
号
オ
フ
ィ
ス
イ
ン

ヨ
コ
タ
三
Ｆ
石
井
一
志
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

石
井

一
志

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
福
島
県
福
島
市
三
河
北
町
七
四
番
地
、
最
後
の

住
所
福
島
県
福
島
市
三
河
北
町
三
番
二
五
号

被
相
続
人

亡

相
馬

俊
明

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
八
日

福
島
県
福
島
市
五
老
内
町
六
番
九
号
鈴
木
芳
喜
法

律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

鈴
木

芳
喜

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
群
馬
県
前
橋
市
朝
倉
町
一
丁
目
一
三
番
地
二
、

最
後
の
住
所
本
籍
に
同
じ被

相
続
人

亡

澤

幸
一

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
八
日

群
馬
県
高
崎
市
江
木
町
一
四
六
四
番
地
一

相
続
財
産
管
理
人

石
川

鐡
雄

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
東
京
都
あ
き
る
野
市
下
代
継
一
〇
番
地
二
二
、

最
後
の
住
所
千
葉
県
市
原
市
ち
は
ら
台
南
五
丁
目
一

番
地
三
コ
ー
プ
シ
テ
ィ
ち
は
ら
台
Ｄ
一
〇
四

被
相
続
人

亡

吉
村

秀
則

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
八
日

事
務
所
千
葉
市
中
央
区
中
央
四
丁
目
一
六
番
一
号

建
設
会
館
ビ
ル
一
階

プ
ラ
イ
ム
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

永
嶋
久
美
子

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
千
葉
県
成
田
市
東
三
里
塚
四
番
地
の
一
、
最
後

の
住
所
千
葉
県
成
田
市
東
三
里
塚
四
番
地
一

被
相
続
人

亡

長
沢
つ
る
子

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
八
日

事
務
所
千
葉
県
佐
倉
市
王
子
台
一
丁
目
二
八
番
八

号
ち
ば
ぎ
ん
臼
井
ビ
ル
五
階

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

守
田

和
正

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
新
潟
県
上
越
市
三
和
区
越
柳
八
四
九
番
地
、
最

後
の
住
所
本
籍
に
同
じ

被
相
続
人

亡

渡
邉

榮

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
八
日

新
潟
県
上
越
市
三
和
区
越
柳
八
四
九
番
地

相
続
財
産
管
理
人

渡
邉

栄
一

˜›�
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